
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （左記で「⑦その他」となっている場合の詳細）

（今後の経営改革の方向性等）

団体名 業種名 事業名 施設名

津南町 簡易水道事業 ― ―

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的

民間委託
PPP/PFI方式

の活用
地方独立行政法

人への移行

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用

○

水源地までの距離や傾斜による管路の困難や、慣行水利権等の問題が想定されており、山間地や過疎地の水道をすべて集積するのは大きな課題が伴う。却ってコスト高になるおそれがある。

・ ①現行の経営体制・手法で、健全な事業運営が実施できているため

・

・

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成31年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（実施類型） （取組の概要及び効果） （実施（予定）時期）

（取組の概要） （検討状況・課題）

団体名 業種名 事業名 施設名

津南町 下水道事業 特定環境下水 ―

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的

民間委託
PPP/PFI方式

の活用
地方独立行政法
人への移行

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用

実施済
汚水処理施設の

統廃合
汚泥処理の

共同化

取組事項 （下水道事業）広域化等

○

平成

維持管理・事務
の共同化

最適な汚水処理
施設の選択（最適化）

日

検討中 ○
　現在、広域処理しているし尿等について、
し尿処理場から下水道管に希釈放流し、最
終的に津南浄化センターで汚水処理を行う
ことを検討している。

し尿等の下水道管放流にかかる関係機関との調整。
下水道事業計画の変更、下水道ストックマネジメント計画の変更、下水道受け入
れ処理に掛かる施設整備（下水道本管の延長、汚泥脱水機の更新）。

実施予定 年 月

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成31年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成31年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （左記で「⑦その他」となっている場合の詳細）

（今後の経営改革の方向性等）

団体名 業種名 事業名 施設名

津南町 下水道事業 農業集落排水 ―

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的

民間委託
PPP/PFI方式

の活用
地方独立行政法

人への移行

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用

トータルコストの削減を図るため、現状の農業集落排水施設の長寿命化を図りつつ、将来的に農排処理場の統廃合について検討したい。

○

・ ③抜本的な改革の方向性について検討の前段階にあるため

・ ④知見やノウハウ不足により抜本的な改革の検討に至らないため

・ ⑤事業の規模が小さく、人員が少ない等の理由から抜本的な改革の検討に至らないため

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成31年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （左記で「⑦その他」となっている場合の詳細）

（今後の経営改革の方向性等）

団体名 業種名 事業名 施設名

津南町 病院事業 ― ―

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

地方独立行政法
人への移行

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用

中山間地域における公立病院として地域医療を提供する中で、一般会計からの多額の繰出しによって経営が維持されている状況であるが、厳しい町の財政状況において現行の経営手法で医
療を継続していくには限界がある。地域医療構想において他団体や他医療機関と課題共有し、連携協力による地域に必要な医療提供体制の構築・推進が必要ではないかと考える。

○

・ ②抜本的な改革の方向性の検討を行ったものの、現行の体制が望ましいとの結論に至ったため
へき地・中山間地域といった条件不利地において、
また町内で唯一の病院にとって、事業廃止・民営化・
民間譲渡・民間活用といった経営改革の実現は困難
であり、現行の経営体制・手法を継続せざるを得な
い地域事情がある。

・ ⑦その他

・

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成31年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


